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橋本ゼミ「教養プロジェクト」 

2015-ver. 2 

 

以下の 10 項目について、「これが人格(person)ないし教養(culture)を磨く!」（自分の場合

もそうであったし、他者にもお勧めしたい!）と思われるものを、それぞれ 10 点ほど挙げて

ご紹介ください。いまからでも遅くありません。このリスト作りのために、いろいろ経験

してみてください。 

 

(1) 本（小説）～1980 年までの作品 

(2) 本（社会科学・思想）～1980 年までの作品 

(3) 音楽の演奏家・作曲家（ジャズ） 

(4) 音楽の演奏家・作曲家（クラシック） 

(5) 映像（ドキュメンタリーその他）北大にあるもの 

(6) 映像（映画）北大にあるもの 

(7) ホームページ 

(8) 建築物 

(9) 画家（画集・伝記・自伝） 

(10)その他１（自分の関心に合わせて） 

【任意】(11)その他 2（偉人・奇人の伝記・自伝） 

 

□ 大学一・二年生に勧めたいもの、という基準にする。その際、勧めるものは、自分が

大学生になってから経験したものとする。 

□ それぞれの項目につき 10 点を挙げて、的確な情報と関連 HP アドレスを調べる。（最

終的には、入門編 10 点、中級編 10 点、マニア編 10 点の、合計 30 点を挙げられるように

なりたい。二回目以降は、この配分にも配慮したい。） 

□ 合計 100 点のリスト情報を、ワードファイルで作成する。 

□ それぞれの項目ごとに、400 字以上のコメントをワードファイルで作成する。10 項目

で、合計 4,000 字以上のコメントとする。字数を大幅にオーバーしてもかまわない。 

□ パワーポイントで、プレゼンテーションの資料を作る。発表時間は 10 分とする。発表

では、それぞれの項目につき、1 点ないし 2 点を重点的に紹介する。紹介に際して、「実は

この映画の音楽に使われているこの曲は、・・・」とか、「この文学作品と同時代の建築物

には、・・・」など、関連する作品を取り上げるようにする。 

□ リスト情報＋コメント＋プレゼンテーション資料を、メーリングリストに流す。 

□ オーディエンスから「教養＝文化」度の評価を受ける。他の報告者の「教養＝文化」

度を評価する。 
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例） 

(2)【ベスト 1 位】フリードリッヒ・ニーチェ『善悪の彼岸』木場深定訳、岩波文庫。原書

は 1886 年刊行、邦訳は 1970 年。 

本書の紹介 HP: http://blog.livedoor.jp/yk713-sport/archives/18497776.html 

 

 

 

「教養プロジェクト」リンク集 

 

(1)小説 

ウィキペディア「日本の近現代文学史」 

ウィキペディア「ノーベル文学賞」 

ウィキペディア「文学賞の一覧」 

世界文学年表 

作家のたまご 50 人が選ぶ！おすすめ世界名作小説【文学】 

世界文学の名作を読む 

世界文学ベスト 100 

朗読ポータル しみじみと朗読に聴き入りたい（総合リンク集） 

年代流行「ベストセラー本ランキング」 

単行本 『原色シグマ新日本文学史―ビジュアル解説 (シグマベスト)』 

単行本 『原色シグマ新国語便覧―ビジュアル資料 (シグマベスト)』 

単行本 加藤周一『日本文学史序説〈上・下〉 (ちくま学芸文庫)』 

 

(2)社会科学・思想 

文庫でここまで読める、社会科学の古典 150 冊 

『古典から読み解く社会思想史』関連年表(PDF) 

哲学舎（哲学・思想・科学のポータルサイト）「哲学史・思想史・科学史の年表」 

社会科学文献年表（経済学寄り） 

NAVER まとめ 社会科学の巨匠の名著が原文で読めるページまとめ 

千夜千冊（編集者、松岡正剛の HP） 

単行本 矢代梓『年表で読む二十世紀思想史』(講談社学術文庫) 

単行本 富永健一『現代の社会科学者―現代社会科学における実証主義と理念主義』(講談

社学術文庫) 

単行本 縮刷版 社会学文献事典 

単行本 現代社会学事典（巻末に収録されている本のリストが参考になる） 

 

(3)ジャズ 

ウィキペディア「ジャズ」 

NAVER まとめ 【初心者向け】ジャズ入門！ 

NAVER まとめ 初心者にもおすすめの JAZZ 名盤 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E8%BF%91%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E6%96%87%E5%AD%A6%E5%8F%B2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%99%E3%83%AB%E6%96%87%E5%AD%A6%E8%B3%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%AD%A6%E8%B3%9E%E3%81%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7
http://www.pulp-literature.com/chronological/
http://bungaku-sekai.seesaa.net/
http://takeatrain.bufsiz.jp/world-novels.html
http://b100.shichihuku.com/index.htm
http://homepage2.nifty.com/to-saga/roudoku2.htm
http://nendai-ryuukou.com/book.html
http://www.amazon.co.jp/%E5%8E%9F%E8%89%B2%E3%82%B7%E3%82%B0%E3%83%9E%E6%96%B0%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E5%8F%B2%E2%80%95%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%E8%A7%A3%E8%AA%AC-%E3%82%B7%E3%82%B0%E3%83%9E%E3%83%99%E3%82%B9%E3%83%88-%E7%A7%8B%E5%B1%B1-%E8%99%94/dp/4578910806/ref=sr_1_4?ie=UTF8&qid=1420457839&sr=8-4&keywords=%E6%96%87%E5%AD%A6%E5%8F%B2
http://www.amazon.co.jp/%E5%8E%9F%E8%89%B2%E3%82%B7%E3%82%B0%E3%83%9E%E6%96%B0%E5%9B%BD%E8%AA%9E%E4%BE%BF%E8%A6%A7%E2%80%95%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%E8%B3%87%E6%96%99-%E3%82%B7%E3%82%B0%E3%83%9E%E3%83%99%E3%82%B9%E3%83%88-%E5%9B%BD%E8%AA%9E%E6%95%99%E8%82%B2%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88/dp/4578841847/ref=pd_sim_b_1?ie=UTF8&refRID=1S4MD39M3QQTP61HA1YV
http://www.amazon.co.jp/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E5%8F%B2%E5%BA%8F%E8%AA%AC%E3%80%88%E4%B8%8A%E3%80%89-%E3%81%A1%E3%81%8F%E3%81%BE%E5%AD%A6%E8%8A%B8%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%8A%A0%E8%97%A4-%E5%91%A8%E4%B8%80/dp/4480084878/ref=pd_sim_b_13?ie=UTF8&refRID=1S4MD39M3QQTP61HA1YV
http://readingmonkey.blog45.fc2.com/blog-entry-703.html
http://dlisv03.media.osaka-cu.ac.jp/infolib/user_contents/kiyo/111C0000004-11101-3.pdf
http://www.tetsugakusha.net/history.php
社会科学文献年表
http://matome.naver.jp/odai/2133087252113866401
http://1000ya.isis.ne.jp/top/
http://www.amazon.co.jp/%E5%B9%B4%E8%A1%A8%E3%81%A7%E8%AA%AD%E3%82%80%E4%BA%8C%E5%8D%81%E4%B8%96%E7%B4%80%E6%80%9D%E6%83%B3%E5%8F%B2-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E7%9F%A2%E4%BB%A3-%E6%A2%93/dp/4061597582/ref=sr_1_16?ie=UTF8&qid=1420462320&sr=8-16&keywords=20%E4%B8%96%E7%B4%80%E3%80%80%E6%80%9D%E6%83%B3%E5%8F%B2
http://www.amazon.co.jp/%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%A7%91%E5%AD%A6%E8%80%85%E2%80%95%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%A7%91%E5%AD%A6%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E5%AE%9F%E8%A8%BC%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%A8%E7%90%86%E5%BF%B5%E4%B8%BB%E7%BE%A9-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%AF%8C%E6%B0%B8-%E5%81%A5%E4%B8%80/dp/4061590960/ref=sr_1_1?ie=UTF8&qid=1420462477&sr=8-1&keywords=%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%A7%91%E5%AD%A6%E8%80%85
http://www.amazon.co.jp/%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%A7%91%E5%AD%A6%E8%80%85%E2%80%95%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%A7%91%E5%AD%A6%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E5%AE%9F%E8%A8%BC%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%A8%E7%90%86%E5%BF%B5%E4%B8%BB%E7%BE%A9-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%AF%8C%E6%B0%B8-%E5%81%A5%E4%B8%80/dp/4061590960/ref=sr_1_1?ie=UTF8&qid=1420462477&sr=8-1&keywords=%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%A7%91%E5%AD%A6%E8%80%85
http://www.amazon.co.jp/%E7%B8%AE%E5%88%B7%E7%89%88-%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6%E6%96%87%E7%8C%AE%E4%BA%8B%E5%85%B8-%E8%A6%8B%E7%94%B0-%E5%AE%97%E4%BB%8B/dp/4335551649/ref=pd_sim_b_6?ie=UTF8&refRID=1MZ9QSB9R082AWEHQKG2
http://www.amazon.co.jp/%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6%E4%BA%8B%E5%85%B8-%E5%A4%A7%E6%BE%A4-%E7%9C%9F%E5%B9%B8/dp/4335551487/ref=sr_1_3?ie=UTF8&qid=1420463277&sr=8-3&keywords=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6%E3%80%80%E4%BA%8B%E5%85%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%BA
http://matome.naver.jp/odai/2133977328946076401
http://matome.naver.jp/odai/2136886725114060601
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ジャズ大好き！～初心者向け Jazz 入門～ 

ジャズ名盤紹介サイト JAZZ CD.JP 

ジャズＣＤの個人ページ 

プログレ名盤選→ジャズロック名盤集 

単行本 Jazz The New Chapter~ロバート・グラスパーから広がる現代ジャズの地平 (シ

ンコー・ミュージック MOOK) 

単行本 Jazz The New Chapter 2 (シンコー・ミュージック MOOK) 

単行本 東京大学のアルバート・アイラー―東大ジャズ講義録・歴史編 (文春文庫) 

単行本 東京大学のアルバート・アイラー―東大ジャズ講義録・キーワード編 (文春文庫) 

 

(4)クラシック音楽について 

クラシックソムリエ検定公式テキスト対応「世界で一番わかりやすいクラシック音楽入門

のＣＤ」（各巻に収録されている曲のリストが参考になる） 

ウィキペディア「クラシック音楽の演奏家一覧」 

ウィキペディア「クラシック音楽の指揮者一覧」 

CLASSICA（クラシック音楽のニュースとリンク集） 

NAVER まとめ「クラシック音楽」 

クラシック音楽ファンのための動画視聴サイト「音楽の森」 

単行本 岡田暁生『西洋音楽史―「クラシック」の黄昏』中公新書 

単行本 加藤浩子『ビジュアルで楽しむクラシック名曲案内』 

単行本 吉田秀和『名曲三〇〇選―吉田秀和コレクション』(ちくま文庫) 

 

(5)映像（ドキュメンタリーその他）について 

北大の蔵書検索の「詳細検索」で、「AV 資料」をクリック→加えて「検索条件」で、「すべ

ての項目」において「ドキュメンタリー」（あるいは「歴史」など）と入力し、検索する。 

ウィキペディア「ドキュメンタリー」 

 

(6)映像（映画）について 

北大の蔵書検索の「詳細検索」で、「AV 資料」をクリック→加えて「検索条件」で、「すべ

ての項目」において「映画」と入力し、検索する。 

ウィキペディア「映画史」 

 

(8)建築物 

ウィキペディア「建築家」 

NAVER まとめ 【画像】世界の凄い建築写真まとめ 

世界の建物図鑑「ポップ・アウト・ワールド」 

みんなで作る建築写真ギャラリー「建造物一覧」 

建築写真集 NO（日本各地にある著名建築家の建築物） 

国指定文化財等データベース 

単行本 佐藤達生『図説 西洋建築の歴史: 美と空間の系譜』(ふくろうの本) 

http://miles.jp/
http://jazzcd.jp/
http://homepage3.nifty.com/kudojazz/
http://progre-meiban.com/special/others/jazz_rock_masterpiece.shtml
http://www.amazon.co.jp/Jazz-The-New-Chapter~%E3%83%AD%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%91%E3%83%BC%E3%81%8B%E3%82%89%E5%BA%83%E3%81%8C%E3%82%8B%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%BA%E3%81%AE%E5%9C%B0%E5%B9%B3-%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%83%E3%82%AFMOOK/dp/4401639529/ref=pd_sim_b_1?ie=UTF8&refRID=096PVT8GTD3Y22TWMDCB
http://www.amazon.co.jp/gp/product/4401640462/ref=pd_lpo_sbs_dp_ss_1?pf_rd_p=187205609&pf_rd_s=lpo-top-stripe&pf_rd_t=201&pf_rd_i=4401639529&pf_rd_m=AN1VRQENFRJN5&pf_rd_r=02XJ40J1PYYV38FVPBAE
http://www.amazon.co.jp/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%83%BC%E2%80%95%E6%9D%B1%E5%A4%A7%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%BA%E8%AC%9B%E7%BE%A9%E9%8C%B2%E3%83%BB%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E7%B7%A8-%E6%96%87%E6%98%A5%E6%96%87%E5%BA%AB-%E8%8F%8A%E5%9C%B0-%E6%88%90%E5%AD%94/dp/4167753537/ref=sr_1_1?s=books&ie=UTF8&qid=1420545298&sr=1-1&keywords=%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%BA%E3%80%80%E8%AC%9B%E7%BE%A9
http://www.amazon.co.jp/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%83%BC%E2%80%95%E6%9D%B1%E5%A4%A7%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%BA%E8%AC%9B%E7%BE%A9%E9%8C%B2%E3%83%BB%E3%82%AD%E3%83%BC%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E7%B7%A8-%E6%96%87%E6%98%A5%E6%96%87%E5%BA%AB-%E8%8F%8A%E5%9C%B0-%E6%88%90%E5%AD%94/dp/4167753545/ref=pd_sim_b_1?ie=UTF8&refRID=0VDN3TSSXM002NW9ZCRS
http://columbia.jp/classicsommelier/
http://columbia.jp/classicsommelier/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E9%9F%B3%E6%A5%BD%E3%81%AE%E6%BC%94%E5%A5%8F%E5%AE%B6%E4%B8%80%E8%A6%A7
クラシック音楽の指揮者一覧
http://www.classicajapan.com/
http://matome.naver.jp/topic/1LwaZ
http://pacem.web.fc2.com/
http://www.amazon.co.jp/%E8%A5%BF%E6%B4%8B%E9%9F%B3%E6%A5%BD%E5%8F%B2%E2%80%95%E3%80%8C%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%80%8D%E3%81%AE%E9%BB%84%E6%98%8F-%E4%B8%AD%E5%85%AC%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E5%B2%A1%E7%94%B0-%E6%9A%81%E7%94%9F/dp/4121018168/ref=sr_1_6?ie=UTF8&qid=1420460467&sr=8-6&keywords=%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E9%9F%B3%E6%A5%BD
http://www.amazon.co.jp/%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%81%A7%E6%A5%BD%E3%81%97%E3%82%80%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E5%90%8D%E6%9B%B2%E6%A1%88%E5%86%85-%E5%8A%A0%E8%97%A4-%E6%B5%A9%E5%AD%90/dp/4054032613/ref=sr_1_4?ie=UTF8&qid=1420460927&sr=8-4&keywords=%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E9%9F%B3%E6%A5%BD%E3%80%80%E6%A1%88%E5%86%85
http://www.amazon.co.jp/%E5%90%8D%E6%9B%B2%E4%B8%89%E3%80%87%E3%80%87%E9%81%B8%E2%80%95%E5%90%89%E7%94%B0%E7%A7%80%E5%92%8C%E3%82%B3%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3-%E3%81%A1%E3%81%8F%E3%81%BE%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%90%89%E7%94%B0-%E7%A7%80%E5%92%8C/dp/4480425756/ref=sr_1_1?ie=UTF8&qid=1420461001&sr=8-1&keywords=%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E9%9F%B3%E6%A5%BD%E3%80%80%E5%90%89%E7%94%B0%E7%A7%80%E5%92%8C
http://opac.lib.hokudai.ac.jp/opac/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%83%BC
http://opac.lib.hokudai.ac.jp/opac/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A0%E7%94%BB%E5%8F%B2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E7%AF%89%E5%AE%B6
http://matome.naver.jp/odai/2128469000505142101
http://www.popout-world.com/index.html
http://www.architecture-photogallery.com/building.html
http://arc-no.com/
http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.asp
http://www.amazon.co.jp/%E5%9B%B3%E8%AA%AC-%E8%A5%BF%E6%B4%8B%E5%BB%BA%E7%AF%89%E3%81%AE%E6%AD%B4%E5%8F%B2-%E7%BE%8E%E3%81%A8%E7%A9%BA%E9%96%93%E3%81%AE%E7%B3%BB%E8%AD%9C-%E4%BD%90%E8%97%A4-%E9%81%94%E7%94%9F/dp/4309762204/ref=sr_1_3?s=books&ie=UTF8&qid=1420548039&sr=1-3&keywords=%E5%BB%BA%E7%AF%89%E3%80%80%E6%AD%B4%E5%8F%B2
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単行本 玉井哲雄『図説 日本建築の歴史』(ふくろうの本) 

 

(9)画家 

Google Cultural Institute 世界中の美術館やアーカイブから展示やコレクションを検索 

Google Art Project 世界の美術館をバーチャルに散策 

ウィキペディア「画家の一覧」 

ウィキペディア「日本画家」 

ウィキペディア「西洋美術史」 

NAVER まとめ 画家 

世界の有名な絵画・画家 

西洋美術史一覧 

日本美術史ノート 

サヴァスタイル美術館 

単行本 『改訂版 西洋・日本美術史の基本 美術検定 1・2・3 級公式テキスト』 

単行本 高階秀爾『カラー版 西洋美術史』 

 

(10)その他 

歴史研究所（入門に最適） 

 

 

 

教養プロジェクト【見本】（小田遼さんのリスト） 

 

(2) 本（社会科学・思想）～1980 年までの作品 

 

○イマヌエル・カント『純粋理性批判』熊野純彦訳、作品社。原著は 1781 年に刊行。邦訳

は 2012 年に刊行。 

→カント以前からの哲学の潮流である観念論と実在論を相克し、どちらの立場にも与する

ことなく人間は何を、どのように認識しうるのか、根源的な問いに立ち向かっている。人

間は何を認識しうるのか、この問いから理性的存在としての人間の姿をあらわにしていく。

哲学、思想を語る上でははずせない一冊。そして、ひたすら難解であり、読み終えたとき

の充実感は他のどの書物でも得がたいという副次的効果がある。 

本書の紹介 HP http://philosophy.hix05.com/Kant/kant103.transcendental.html 

 

○イマヌエル・カント『道徳形而上学の基礎づけ』宇都宮芳明訳、以文社。原著は 1785 年

に刊行。邦訳は 1998 年に刊行。 

→カントの『純粋理性批判』と『実践理性批判』の橋渡し的な一冊。しかし、特に倫理学

に与えた影響は大きい。殺人者に追われる友人を助けるためだとしても、ウソをついては

ならないというほどまでの厳格な倫理学、カントの義務論のとっかかりとなる。 

本書の紹介 HP  http://imsuchabookworm.blog.fc2.com/blog-entry-2.html 

http://www.amazon.co.jp/%E5%9B%B3%E8%AA%AC-%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%BB%BA%E7%AF%89%E3%81%AE%E6%AD%B4%E5%8F%B2-%E3%81%B5%E3%81%8F%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%AE%E6%9C%AC-%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E6%96%87%E5%8C%96-%E7%8E%89%E4%BA%95/dp/4309761216/ref=sr_1_4?s=books&ie=UTF8&qid=1420548039&sr=1-4&keywords=%E5%BB%BA%E7%AF%89%E3%80%80%E6%AD%B4%E5%8F%B2
https://www.google.com/culturalinstitute/home?hl=ja
https://www.google.com/culturalinstitute/project/art-project
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%BB%E5%AE%B6%E3%81%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%94%BB%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A5%BF%E6%B4%8B%E7%BE%8E%E8%A1%93%E5%8F%B2
http://matome.naver.jp/topic/1Lw4z
http://www.art-library.com/index.html
http://art.adech.biz/
http://www.geocities.jp/qsshc/cpaint/nihon.html
http://www.salvastyle.com/index.html
http://www.amazon.co.jp/%E6%94%B9%E8%A8%82%E7%89%88-%E8%A5%BF%E6%B4%8B%E3%83%BB%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%BE%8E%E8%A1%93%E5%8F%B2%E3%81%AE%E5%9F%BA%E6%9C%AC-%E7%BE%8E%E8%A1%93%E6%A4%9C%E5%AE%9A1%E3%83%BB2%E3%83%BB3%E7%B4%9A%E5%85%AC%E5%BC%8F%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%88-%E7%BE%8E%E8%A1%93%E6%A4%9C%E5%AE%9A%E5%AE%9F%E8%A1%8C%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A/dp/4568240638/ref=sr_1_1?s=books&ie=UTF8&qid=1420549421&sr=1-1&keywords=%E7%BE%8E%E8%A1%93%E6%A4%9C%E5%AE%9A%E5%85%AC%E5%BC%8F%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%88
http://www.amazon.co.jp/%E3%82%AB%E3%83%A9%E3%83%BC%E7%89%88-%E8%A5%BF%E6%B4%8B%E7%BE%8E%E8%A1%93%E5%8F%B2-%E9%AB%98%E9%9A%8E-%E7%A7%80%E7%88%BE/dp/4568400643/ref=pd_sim_b_8?ie=UTF8&refRID=0V4J2MKWMHMVK587C8VD
http://www.uraken.net/rekishi/reki.html
http://philosophy.hix05.com/Kant/kant103.transcendental.html
http://imsuchabookworm.blog.fc2.com/blog-entry-2.html
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○ルートヴィヒ・ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』野矢茂樹訳、岩波文庫。原著は

1921 年に刊行。邦訳は 2003 年に刊行。 

→哲学史を大きなスパンで見たときに、『論理哲学論考』は大きなターニングポイントとな

る一冊である。命題という形でつづるその思想は、哲学・思想というよりは論理学の赴き

さえ感じさせる。言語哲学、分析哲学への最良の入り口である。 

本書の紹介 HP  http://www.geocities.jp/mickindex/ramsey/ramsey_CN_jp.html 

 

○J･S･ミル『自由論』斉藤悦則訳、光文社古典新訳文庫。原著は 1859 年に刊行。邦訳は

2012 年に刊行。 

→自由主義の古典の一つ。パブリックな視点からいうと他者の意見の尊重が自らの進歩に

も寄与すると述べる。民主主義と言論の自由の礎を築いた。読めば他人の意見に対して余

裕を持てるようになるかもしれない。 

本書の紹介 HP  http://www.philosophyguides.org/decoding-of-mill-on-liberty/ 

 

○ジョン・ロック『統治二論』加藤節訳、岩波文庫。原著は 1689 年に刊行。邦訳は 2010

年に刊行。 

→ミル『自由論』とは異なった切り口の自由主義の古典。労働と所有の形態と人々が持つ

権利について、権利と財産という観点から書かれている。 

本書の紹介 HP  http://www.philosophyguides.org/decoding-of-locke-two-treatises/ 

 

○マルクス・アウレリウス『自省録』神谷美恵子訳、岩波文庫。邦訳は 1956 年に刊行。 

→ローマ皇帝のアウレリウスが自身に向けて書いたもの。自分の心、自分自身をありあり

と見つめるきっかけとなる本。 

本書の紹介 HP  http://www.y-history.net/appendix/wh0103-078.html 

 

○プラトン『饗宴』森進一訳、新潮文庫。邦訳は 1968 年に刊行。 

→哲学の原点にして、啓蒙書。知を求めることが善き生につながる、と述べる。知への愛

こそが、知者のアイデンティティである。 

本書の紹介 HP  http://www.philosophyguides.org/decoding-of-platon-symposion/ 

 

○ニーチェ『ツァラトゥストラ』手塚富雄訳、中央公論新社。原著は 1885 年に刊行。邦訳

は 1966 年に刊行。 

→ドグマと戦い、 

本書の紹介 HP  http://www5b.biglobe.ne.jp/~michimar/hon3/026.html 

 

○デカルト『方法序説』野田又夫訳、中央公論新社。原著は 1637 年に刊行。邦訳は 1978

年に刊行。 

→近代哲学の出発点となった一冊。「われ思う、ゆえにわれ有り」でよく知られている。思

考の方法論として役立つかもしれない。 

http://www.geocities.jp/mickindex/ramsey/ramsey_CN_jp.html
http://www.philosophyguides.org/decoding-of-mill-on-liberty/
http://www.philosophyguides.org/decoding-of-locke-two-treatises/
http://www.y-history.net/appendix/wh0103-078.html
http://www.philosophyguides.org/decoding-of-platon-symposion/
http://www5b.biglobe.ne.jp/~michimar/hon3/026.html
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本書の紹介 HP  http://ittokutomano.blogspot.jp/2012/01/blog-post_29.html 

 

○デュルケム『自殺論』宮島喬訳、中公文庫。原著は 1895 年に刊行。邦訳は 1985 年に刊

行。 

→社会科学の手本。社会科学の理論を用い、現実の事象をありありと切り取っている。ど

う著者の『社会学的方法の規準』もあわせて読むとよい。 

 

 

教養プロジェクト（背景） 

 

村上陽一郎『あらためて教養とは』新潮文庫、2009 

竹内洋『教養主義の没落 変わりゆくエリート学生文化』中公新書、2014 

池上彰『おとなの教養―私たちはどこから来て、どこへ行くのか?』NHK出版新書、2014 

『ビジネスパーソンのための教養大全』日経 BP ムック、2013 

『ビジネスパーソンのための「最強の教養書」100』日経ムック、2014 

 

http://ittokutomano.blogspot.jp/2012/01/blog-post_29.html

